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で研究され、トリバース・ウィラード仮説で説明されてきた。本研究では、出生性比の偏りは飽和度に対応し
変化しており、それは母親の繁殖成功を高めることにつながると考えられ、「堅実な賭仮説 (Safe Bet 
Hypothesis)」が提唱された。この仮説は従来のものとは大きく異なり、本種の出生性比の動態をうまく説明し
ている。 
 小型齧歯類のいくつかで、雌による出生性比の操作が報告されているが、これらの多くでは、個体群密度は
大きく変動することが知られている。本研究で提唱された「堅実な賭仮説」は、これら小型哺乳類での出生性
比のパターンともいくつかの面で合致しており、このこともこの仮説の妥当性を支持していると言える。 
 本研究は、ヒメネズミの個体群動態を解明し、かつ小型哺乳類の出生性比について新たな仮説を提唱したも
のである。これは、小型哺乳類の繁殖生態に関する行動生態学への貢献は極めて大きいと評価できる。以上よ
り、本研究は博士（理学）の学位を授与するに十分に値するものと審査した。 
